
 ２０２２年度を迎えました。まさに世の中を騒がしているのは

新型コロナとウクライナ情勢ですが、ウクライナに関しては我々

はどうしようもありませんが、新型コロナにおいては当院でもク

ラスターが発生しましたが、財田院長をはじめ宗和副院長、看護

師、栄養士ほか、皆さんのおかげで終息しつつあります。今後も

十分注意を払っていただき、職員で少しでも体調が悪いときは必

ず休んでください。お休みになられてもしっかり給与はお支払い

致しますのでご安心下さい。 

 パラリンピックをご覧になられたでしょうか。それぞれの障害

を支えているスタッフを見ることが出来たと思います。認知症も

含め精神障害者の方々に対する援助はいったい何が出来るかを考

えるとその方々の気持ちを支えていく、目に見えるもので支える

のではなく心で支える。それが一番だと思います。幻聴や妄想の

恐怖を訴える方々もおられます。その内容に肯定も否定もしない

という方法がありますが、怖がっている事実を受け入れ話を聞く

ということがその人の支えになります。 

 人はプライドを持たないとと生きてはいけません。絶対に患者

さんを卑下するようなことはしないで欲しいと思います。 
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 いつも当法人が提供させていただいております医療・介護にご協

力とご理解を頂き誠にありがとうございます。今回もこれまでと同

様に新型コロナウイルス感染症のお話をいたします。 

 感染症の疫学用語に「実行再生産数」があります。これはある時

点において一人の感染者が他者に感染させる人数の平均値で表現

し、1を超えると感染は拡大に向かい、1を下回ると感染は終息に向

かうとされています。この原稿を執筆している4月1日の時点で、こ

の実行再生産数が1.0を大きく下回ることはなく、残念ではござい

ますが現段階では第5波のように終息することは期待できそうにあ

りません。ご承知の通り第6波のピークは過ぎましたが、明石市で

は毎日100人以上の陽性者が確認されております。これまで既に1万

7千人のかたが感染しており、20人中1人以上が感染した計算になり

ます。当法人に入院されている患者様や入所されている利用者様の

ご家族様には引き続き面会・外出・外泊の制限をせざるを得ません

が、どうかご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 

 病院や入所施設は安心安全を提供する場所でなければなりませ

ん。しかし2月末に7－3認知症治療病棟で初めて陽性者が確認さ

れ、その後3－1病棟、3－2北病棟でも陽性者が確認されました。こ

れらは完全に終息しましたが、現在3－2南病棟、1－3病棟で陽性者

が確認されており、その治療に全力で対応させていただいておりま

す。ご心配をおかけしましたことを、この書面をお借りいたしまし

てお詫び申し上げます。 

 これまで新型コロナウイルス感染症の治療は対処療法のみとされ

ておりました。しかし最近では中和抗体の点滴、抗ウイルス薬の内

服が承認され、適応の有無を慎重に判断したうえで当院でも積極的

にその投与を行っております。また有効であるとされておりますス

テロイドや抗菌薬の投与で重症化を抑え、合併症の肺炎の治療も

行っております。不幸中の幸い、と申しますと大変不謹慎ではござ

いますが、全陽性者が重症化に至らなかったことは3回目のワクチ

ン接種が終了していたことと、前述の治療薬がスムーズに入手し投

与できたからであると考えます。ワクチン接種や治療薬の投与には

ご家族様のご理解と同意が必須となります。今後もよろしくご理解

新型コロナウイルスについて④ 

 令和４年４月１日 明石土山病院会議室にて、令和４年度

辞令交付及び入職式が執り行われました。桜が咲き本格的な

春の訪れを感じる日々となりました。この度入職された職員

の皆様、患者さんの

為に日々研鑽を積

み、より良い医療・

介護サービスを提供

できるよう共に歩ん

で参りましょう。 

賜りますようお願い申し上げます。今後も引き続き日々の診察

と感染対応に全力で対応してまいります。 
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